
会議記録（１） 

 

会 議 名 称 北本市農業委員会６月定例総会 

開 会 及 び 

閉 会 日 時 

開会  令和７年６月２５日（水）午前１０時００分 

閉会  令和７年６月２５日（水）午前１０時４５分 

開 催 場 所 市役所３階 会議室３―Ｆ 文化センター第１・２会議室 

議 長 氏 名 横 山   信 

出 席 

委 員 ( 者 ) 

氏 名 

農業委員 

１新 井 保 好 

２伊 藤   治 

３新 井 信 洋 

４横 山   信 

６加 藤 正 雄 

７加 藤   浩 

 

８大 島 隆 義 

９清 水 喜美子 

１０渡 邊 大 之 

１１内 田 泰 宏 

１３山 本 浩 之 

推進委員  

１荒 井 利 夫 

２加 藤 秀 明 

３諏 訪 光 雄 

４田 島 道 夫 

５新 井 良 和 

欠 席 

委 員 ( 者 ) 

氏 名 

５𠮷 野 満咲実 

 

１２湯 澤 美 恵 

 

 

説 明 者 の 

職 ・ 氏 名 

農業委員会 事務局長 深 谷 知 行 

 主  幹 加 藤 仁 一 

      主  査 安 藤 裕 也 

事務局職員

職 ・ 氏 名 

事務局長 深 谷 知 行   主 幹  加 藤 仁 一 

主 査  安 藤 裕 也   主 事  江 澤 海 音 

会議資料 別紙のとおり 

配布資料 

 

■６月定例総会次第 

■第６回北本市農業委員会提出議案 

 

 

 

 



会議記録（２） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

深谷事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横 山 会 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

議 長 

 

内 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 皆様こんにちは。 

 定刻となりましたので、６月の定例総会を開催させていただきます。 

 ただいまの出席委員につきましては、農業委員１３名中、１１名で過半数で

あり、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規程に基づき、会議は成立

していますことを報告致します。 

また、農地利用最適化推進委員５名が出席していますことを報告致します。 

 それでは、議事の方に入りますが、会議規則第４条の規定により、議事の進

行は会長となりますので、横山会長にご挨拶をいただきましてから、議事の進

行をよろしくお願いします。 

 

（あいさつ） 

 

２ 議事録署名委員の選出及び会議の公開 

 最初に議事録の署名人ですが、８番大島隆義委員と９番清水喜美子委員、よ

ろしくお願いします。 

 

３ 議案 

 それでは、議案書に添って進めていきます。 

議案書３ページ、議案第１号「農地法第５条第１項の規定による許可申請に

ついて」審議を行います。件号１について、事務局の説明をお願いします。 

 

（議案書に基づき場所も含めて説明する。） 

申請人の施工業者は、本市や近隣市においての施工実績のある業者であり、

過去の実績から見ても、本申請については問題無いと判断しております。 

 

続きまして、担当の内田委員より現地の状況等の説明をお願いします。 

 

 現況は雑草が一面膝丈以上に伸びており、水路に沿っては２メートル以上の

葦が生えております。元々は水田として稲作がされていた土地で、２年前申請

人が利用権の設定をしましたが、低地で水はけが悪く耕作しづらいため雑草が

伸びて休耕になっていた模様です。今回は耕作できるように盛土で農地改良工

事を行います。今後の作付け計画としてオーガニック栽培でフジバカマという

香木を栽培し、主にウイスキーの香りづけに使用する模様です。 

 周辺の状況は農地が多い中に、住宅が点在しています。周辺農地への影響は



会議記録（３） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にないと思いますが、加えるならば申請地の隣には小学校があり工事の作業

時間が午前８時から午後５時までのため、ダンプでの搬入が小学校の登下校の

時間と重なります。工事車両の搬入経路は小学校の正門こそ通りませんが、小

学校に隣接しているため安全に工事が行われるよう細心の注意を払う必要があ

ると考えます。 

 

内田委員、ありがとうございました。 

件号１について、質問はございますか。 

 

（質問なし） 

 

特に質問が無いようなので採決に入りたいと思います。賛成の方の挙手をお

願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

 全員賛成ということで可決させていただきます。 

 

続きまして、議案書４ページ、議案第２号「農地法第５条の規定による許可

後の計画変更申請について」審議を行います。本件は５月定例総会からの再審

議の案件です。 

件号１から３まで関連しますので一括で審議を行います。 

件号１から３までの説明及びその後の経過等について、事務局の説明をお願い

します。 

 

（議案書に基づき場所も含めて説明する。） 

本件は５月定例会にて、ソーラーパネルの強度等について疑義があったた

め、その確認を行うため再審議となった案件です。 

議案書に記載されている基本的事項については５月定例会で説明し、変更あ

りませんので、省略させていただきまして、その際に意見や疑義が発生した事

項の２点についてご説明いたします。 

意見としては、１つ目は「太陽光パネル施設の強度について」、２つ目は．

「イチジクの営農は可能か否かについて」というご意見がありました。 

その２点について、申請者代理人へ資料の提供を求めましたので、施設の強

度及びイチジク営農計画の説明の補完について、ご説明申し上げます。 



会議記録（４） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

加藤正雄委員 

 

 

 

１点目のご指摘について、強風等による太陽光パネル施設の耐久性について

ですが、構造計算書では風圧については基準風速３０ｍで、積雪については、

地上垂直積雪量３０ｃｍで、構造計算がされております。構造計算書の数値に

よると、縦梁・横梁（ﾀﾃﾊﾘ・ﾖｺﾊﾞﾘ）支柱等、全てにおいて基準値以内で収ま

る数字でありました。構造上、風速30m/s に耐えられる設計であることを示し

ております。 

強度的に強い風に耐えられる設計となっていることが確認でき、安全性が十

分確保されているところから、特段問題ないと考えられます。 

２点目のご指摘について、イチジクの営農計画の補完をいたします。 

変更申請書に添付されている、知見を有する者の意見としては、「イチジク

は比較的耐陰性があり、他の作物と比較して遮光された条件下でも、ある程度

適応可能とされているため、営農型太陽光の下部でも生育・結実に大きな支障

は生じないと見込まれる」と意見書の提出があります。 

また○○氏には過去にイチジク栽培の経験があると報告を受けております。 

これまでのじゃがいもでは、○○氏の主要作物であるぶどう等の農繁期での

5～7月にじゃがいもも「追肥、収穫」を行うため、スケジュールが重なり負担

が多くなるようですが、イチジクに変更することにより、そこまでは負担にな

らず行うことができることとなります。 

そのためじゃがいもからイチジクに変更することは主要作物を栽培しなが

ら、太陽光発電施設の下で収量を得るための適確な変更と考えられます。 

収量の確認については１年に１回行われる、太陽光下部での農作物の状況報

告書等で確認してまいります。 

 

補足説明につきましては以上で、事務局の意見です。 

委員の皆様からご指摘のありました点につきましては、ご説明申し上げたと

おりで、施設の安全性と栽培の計画性が確認できたと考えます。 

また太陽光発電設備に必要な事項については、大きな影響を与えるものでは

ないため、本議案については特段問題ないと考えます。 

 

件号１から３までについて、質問はございますか。 

 

 強度的なことは分かりました。施設は傾斜地に設置され下には住宅があり、

雨が降った時に段差があるため土砂崩れが起きる可能性もある。強度的に確保

されても、地面が崩れたらどうしようもない。確認が取れてれば問題ないと思

うがどうか。 



会議記録（５） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

加藤正雄委員 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

加藤正雄委員 

 

 

内 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 ご質問の件については、変更申請書には地面の耐久性など記載さている事項

ではないため調べてみないと分かりません。 

 また、当初住宅街と造った際に山を切って造成したのか。または元々このよ

うな段差があったのかなども分かりません。 

 簡単にここで大丈夫ですとは明言できないので調べてみないと分からないの

が現状です。 

 

 一番問題になるところは○○番に設置している太陽光パネルである。ここは

住宅と接する箇所に傾斜がある。ゲリラ豪雨など起きた場合に土砂が全部崩れ

ることもあり得るかもしれない。その際のことを想定し事前に確認しておく必

要があると考える。 

 現状の範囲内でそのようなことは予想されませんということだったら、それ

で問題ない。 

 

 過去に既に審議を行い、県からも許可をもらい設置した施設であります。通

常は前回の審議で行われるべきもので、今回の変更申請で地面について審議を

行うことは難しいことではないかと考えます。 

 

 既に設置されているものであり、実際今までも問題なかったため、今後も問

題はないという前提で、そのまま許可するということで良いのか。 

 

 加藤委員は地元の委員で現地の状況がよく分かっていることと思います。 

私も西側で比較的傾斜があるような畑を借りているが、ゲリラ豪雨や台風の大

雨の後は水が流れる水路のような痕跡ができる。申請地に地面が削れた跡や水

が集まっている跡がある場合は将来的に不安があると考える。 

 過去の審議で事務局からは特段問題がないという話であり、県の許可が出て

はいるが、１００％安全とは言い切れないだろうが、一番詳しい地元の委員か

らそのような話が出ているならばもう少し慎重に審議しても良いのではないか

と考える。 

 

 当初の審議の際にこの点についてどのように審議を行ったのかは現時点では

分からないため、次回定例総会までに調べます。過去の審議内容、地面の強度

について調べられる範囲で調べご提示します。 

 



会議記録（６） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事 務 局 

 

 

新井信洋委員 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 再々審議ということで良いか。 

 

 他の意見があるのならば、全部出し尽くしてください。毎回新しい意見が出

て再審議となると前に進んでいかない案件になってしまいます。 

 

 この斜面は崩れやすい形になっているのか。 

 

 太陽光パネル施設の周辺住宅街には場所によっては擁壁を組んで土留めをし

ている箇所もあります。土質は赤土のため崩れるような地盤ではありません

が、１００％崩れないと言い切ることはできません。本来は大雨等の後には農

家各個人が自身の農地を確認し、必要に応じて対処するなど管理を行うもので

あります。その点では同様に維持管理を行っていただきたいと考えます。 

 

 水は斜面に沿って住宅街に流れるということで良いか。 

崖みたいになっているのか。現地に行ったがそこまで確認できなかった。 

 

 住宅地に向かって流れることになります。 

 崖ではなく、のり面が切ってあるという状況です。 

 

 南側から北側に向かって勾配がついているが、住宅街も元々は同様の勾配が

ある雑地だったと記憶している。住宅街北側の道路の高さに合わせて土を切っ

て造成・開発して住宅街を造った。 

 現在の畑部分は掘削を行わず元から残っているいわゆる地山部分であり、と

ても固い土である。以前、畑作業でこの地域に入ったことがあるが、とても固

い土で農作業がやりづらい場所だった。勾配がある以上は雨水で土が流れない

ということは無いが、道路まで土が流れ出るというような土質ではない。 

 

 過去、道路担当課時に土砂崩れや鉄砲水が流れたことの苦情や情報を聞いた

ことはない場所です。 

 畑と住宅街では高低差がありのり面が切ってあります。 

 加藤委員からご指摘にありました万が一ということもありますので事業者に

確認をとり来月定例会にて報告させていただきます。 

 

 各委員この点だけが確認できれば良いでしょうか。 

 



会議記録（７） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

渡 邊 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

渡 邊 委 員 

 

加藤正雄委員 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 会社が近いためすぐそばの農道を通ることがあるが、データのない肌感だけ

ではあるが、見た目よりもパネルと住宅との間には距離があり、強風の被害や

大雨でのり面が崩れ施設が崩壊するというような危険性を感じるものではない

と考える。 

 その上で強度計算がクリアしており、想定外の災害が起き被害が出たという

ことならば、農業とは別の次元の話になり、それは農業委員会の責任の範囲を

超えているのではないかと考える。 

 

 栽培作物関係でなにか意見はあるか。 

赤土は栽培に適した土質なのか。 

 

 地植えではなく鉢を置くのではないのか。 

 

 ３年前に審議され可決している案件であり、昨今の予想されない災害等の場

合は農業委員会の範囲ではないのかもしれませんが、太陽光を設置してその結

果、その時の議題で問題ないと判断され指摘されていないのであれば、起こっ

た時にどうなんだと話をされても責任の取りようがないので、そのあたりにつ

いてもどうなのかと確認したい。 

 先ほども言ったが、今までもやってきた実績もあり現在もあるのだから問題

ないというならば私もこれ以上は言いません。 

 

 他にご意見が無いということですので、ゲリラ豪雨等により土砂崩れが発生

し、ソーラー施設まで壊れてしまうのではないかという不安点を解消するため

に確認を行うということで来月再々審議を行います。 

 

続きまして、議案書７ページ、議案第３号「北本市農用地利用集積等促進計

画（案）に対する意見について」審議を行います。 

今月は件号１のみとなりますので、事務局からの説明、現地の状況の説明、質

疑を行い、採決を行います。 

件号１について、事務局の説明をお願いします。 

 

（議案書に基づき場所も含めて説明する。） 

議案書につきましては以上で事務局の意見です。 

借受人は認定農業者として、市内を中心に大規模経営されている法人でござ

います。今回の案件について、これまでも「農用地利用集積計画による利用



会議記録（８） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

 

議 長 

 

 

新井推進委員 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

権」を設定し耕作してきたところです。継続の案件でありますので、本申請に

ついて問題は無いと判断しております。 

 

続きまして、担当の新井良和推進委員より現地の状況等の説明をお願いしま

す。 

 

 現況は作付けされておりません。多少雑草がありますが管理されておりま

す。周辺の状況は西側に集合住宅があり、南側に農地が広がっている場所で

す。周辺農地への影響は隣接地も借受人が耕作を行っているため問題ないと考

えます。 

 

新井良和推進委員、ありがとうございました。 

件号１について、質問はございますか。 

 

 （質問なし） 

 

特に質問等がないようですので採決に入りたいと思います。 

６月定例総会への提出分の農用地利用集積等促進計画（案）に賛成の方の挙

手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

 全員賛成ということで可決させていただきます。 

 

４ 専決事項 

議案書８ページからは、届出の専決事項になりますので、お目通しをお願い

いたします。 

 

５ その他 

 最後に、その他につきまして事務局からお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

 皆様のご協力により、全ての議事が無事終了することができました。ありが

とうございました。進行を事務局に戻しますのでよろしくお願いします。 



会議記録（９） 

 

発 言 者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

深谷事務局長 

 

６ 閉会 

 （閉会のあいさつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  議事のてん末・概要を記載し、その相違なきを証するためここに署名する。 

令和７年  月  日 

 

北本市農業委員会会長              

議 事 録 署 名 委 員              

議 事 録 署 名 委 員              

北 本 市 


